
 
（財）名古屋産業科学研究所 

Nagoya Industrial Science Research Institute 

産業科学フォーラム 

 
日 時 ： 平成２３年７月５日（火）１４時から 
場 所 ： 名大 ＶＢＬ棟（４階）セミナー室 

 
講演者 ： 杉江 英司 上席研究員（元 JFE テクノリサーチ） 
 
テーマ ：企業における開発研究の姿 

―製鉄業における経験に基づく見解― 
 
 

人間ドックにおける超音波診断，原子力・火力発電所機器，鉄鋼・コンクリー

ト橋梁，自動車部品などの内部異常部の検査／診断に超音波が広く用いられ 
 
 
 
 
 
＊参加いただける方は，事前に下記まで

連絡願います． 
財団法人 名古屋産業科学研究所 
研究部 E-mail: dor@nisri.jp 
 
会場へのアクセス 
地下鉄名城線 名古屋大学 
３番出口 徒歩３分 
http://www.nagoya-u.ac.jp/global-info/a
ccess-map/higashiyama/ 
 

私は３８年間製鉄会社に在籍しました。前半の２０年間は技術研究所に所属し、主と

して溶接、鋼管、厚板に関する開発研究に従事しました。この間の企業における開発研

究の動機やそれがどのような形でおこなわれたか、またその際の基本的な考えをご紹介

したいと思います。また製品の例として原子力用鋼材等の要求仕様とその対応手段、さ

らに研究所のあと在籍した技術サービス部門で、鉄のユーザーとの交流において、その

ニーズを社内につなげ、製品開発の糸口とした状況について、ご紹介します。 
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